
国内ロングステイの実態と分析
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
が
発
表

都
道
府
県
の
イ
メ
ー
ジ
、強
み
を
把
握

希
望
都
道
府
県
上
位

地

域
の
目
的
別
傾
向
か
ら
見

る
潜
在
競
争
力
の
分
析

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
不
安

国
内
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
障
害
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ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
は
、
「
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
調
査
統
計
２
０
１
６
」
を

月
に
発
行

し
た
。
同
書
は
、
日
本
人
の
長
期
滞
在
型
余
暇
の
活
動
の
現
状
と
ト
レ
ン
ド
に
つ
い
て

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
国

内
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

　
「
全
国
不
特
定
多
数
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
」
の
設
問

に
「
国
内
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の

目
的
に
つ
い
て
（
複
数
回

答
）
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
を

希
望
都
道
府
県
と
ク
ロ
ス
集

計
し
た
結
果
を
並
べ
た
も
の

が
図
表
１
で
あ
る
。

　
上
位

の
都
道
府
県
が
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
人
気
が

高
い
の
か
を
詳
し
く
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
都
道
府
県
の
持
っ
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
、
強
み
、
ま
た

逆
に
弱
み
の
把
握
に
役
立
つ

と
考
え
た
。
こ
の
設
問
の
回

答
は
複
数
回
答
で
あ
る
。

　
縦
軸
は
、
希
望
す
る
都
道

府
県
の
複
数
回
答
の
結
果
を

希
望
順
で
並
べ
た
。横
軸
は
、

そ
の
都
道
府
県
を
選
ん
だ
回

答
者
が
選
ん
だ
目
的
（
複
数

回
答
）
の
割
合
で
あ
る
。
そ

し
て
、
特
に
目
的
ご
と
に
平

均
よ
り
ポ
イ
ン
ト
が
高
い
数

値
の
上
位
五
つ
を
グ
レ
ー
に

し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
長
野
県
を
選
ん

だ
１
７
３
人
の
回
答
者
の


％
が
「
避
暑
・
避
寒
」
目
的

を
選
択
し
て
い
る
。そ
し
て
、

そ
の

％
は
平
均

・
６
％

よ
り

㌽
以
上
も
高
く
、


都
道
府
県
中
、
３
番
目
の
高

さ
で
あ
る
。
ま
た
、
長
野
は

８
番
目
の
「
健
康
の
た
め
、

療
養
」
目
的
で
も

％
と
、

上
位
五
つ
の
３
番
目
に
入
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
目
的
別

で
上
位
五
つ
に
入
る
高
い
ポ

イ
ン
ト
を
獲
得
し
た
数
を
ポ

イ
ン
ト
欄
に
記
載
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
長
野
県
は
ポ
イ

ン
ト
が
２
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
周
辺
観
光
」
を
目
的
と

選
ん
だ
数
は
全
体
１
６
４
８

人
の

・
５
％
、
つ
ま
り
６

５
１
人
だ
が
、「
周
辺
観
光
」

の
都
道
府
県
別
の
支
持
率
ト

ッ
プ
は
香
川
県
で

％
、
香

川
県
を
選
ん
だ
総
数
は
１
６

４
８
人
の
う
ち

人
で
総
合

順
位
は

位
だ
が
、
「
周
辺

観
光
」
を
選
ん
だ
比
率
は


％
と
、

都
道
府
県
中
ト
ッ

プ
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
順
位
は
絶

対
数
で
な
く
、
滞
在
先
で
期

待
さ
れ
て
い
る
人
気（
期
待
）

の
高
い
目
的
（
楽
し
み
方
）

の
指
標
と
い
え
る
。
総
合
順

位
ト
ッ
プ
４
地
域
は
絶
対
数

が
多
い
た
め
、
全
国
平
均
を

大
き
く
上
回
る
ほ
ど
突
き
抜

け
る
数
値
は
な
い
が
、
総
合

順
位

位
の
長
崎
県
か
ら


位
の
香
川
県
の
中
間
層
に
極

め
て
興
味
深
い
傾
向
が
読
み

取
れ
る
。
支
持
さ
れ
る
絶
対

数
は
少
な
い
が
、
期
待
さ
れ

て
い
る
特
徴
を
複
数
持
っ
て

い
る
地
域
が
多
く
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
が
功
を
奏
し
て
い

る
、
あ
る
い
は
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
次
第
で
さ
ら
に
上
位

を
狙
え
る
潜
在
力
が
あ
り
、

何
を
武
器
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
何
を
補
強
し
な

い
と
い
け
な
い
か
、
と
い
う

示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

指
標
だ
と
い
え
る
。

　
支
持
率
の
高
い
人
気
目
的

上
位
５
（
マ
ス
内
の
☆
印
）

を
い
く
つ
獲
得
し
た
か
の
順

番
で
並
べ
る
と
、
以
下
の
通

り
で
あ
っ
た
。

　
５
㌽
　
島
根
県

　
４
㌽
　
愛
媛
県
、長
崎
県
、

香
川
県

　
３
㌽
　
山
梨
県
、
和
歌
山

県　
２
㌽
　
長
野
県
、兵
庫
県
、

高
知
県

　
１
㌽
　
鹿
児
島
県
、
千
葉

県
、
宮
崎
県
、
熊
本
県
、
奈

良
県
、
宮
城
県
、
岐
阜
県
、

富
山
県

　
各
目
的
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
の

ん
び
り
）
」
「
周
辺
観
光
」

「
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
」
「
文

化
・
風
習
に
触
れ
る
」
な
ど

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
意
味

す
る
範
囲
は
幅
広
く
、
実
態

の
把
握
と
仮
説
の
設
定
に

は
、
さ
ら
に
深
掘
り
が
必
要

だ
。
そ
の
た
め
に
は
回
答
者

の
属
性
や
他
の
設
問
回
答
と

の
ク
ロ
ス
集
計
が
、
よ
り
具

体
的
な
仮
説
を
立
て
る
こ
と

の
手
助
け
と
な
る
。
そ
の
仮

説
か
ら
各
地
域
の
強
み
、
弱

み
を
よ
り
明
確
に
で
き
、
果

た
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が

期
待
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届

い
て
い
る
か
の
検
証
、
さ
ら

に
は
紋
り
込
む
べ
き
世
代
、

性
別
、
目
的
の
切
り
口
の
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
そ
の
ヒ
ン
ト
の
探
り
方
に

つ
い
て
一
例
を
紹
介
し
て
お

く
。

　
福
岡
県
は
ロ
ン
グ
ス
テ
イ

し
た
い
都
道
府
県
人
気
で
は

８
位
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
の
目
的
（
理
由
）
と
し

て
、
「
の
ん
び
り
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
」
「
周
辺
観
光
」
「
好

き
な
地
域
で
あ
る
」
が
高
支

持
を
得
て
い
る
一
方
、
「
避

暑
・
避
寒
」
目
的
で
は
上
位


位
の
中
で
最
も
低
い

・

９
％
の
支
持
率
で
あ
っ
た
。

翻
っ
て
、
福
岡
県
近
隣
の
県

の
デ
ー
タ
か
ら
は
「
避
暑
・

避
寒
」
目
的
で
は
軒
並
み
高

い
支
持
率
を
得
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
し
て
、
福
岡

県
を
選
択
し
た
１
１
３
人
に

尋
ね
た
設
問
、
「
あ
な
た
は

ど
う
い
う
基
準
で
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
の
行
き
先
を
決
定
し
ま

す
か
」
に
対
す
る
上
位
の
回

答
は
、
１
「
好
き
な
地
域
だ

か
ら
」
、
２
「
気
候
が
い
い

か
ら
」
、
３
「
環
境
が
い
い

か
ら
」で
あ
っ
た
。つ
ま
り
、

福
岡
県
は
近
隣
の
県
と
同
様

に
良
い
気
候
に
恵
ま
れ
て
い

る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
避
暑
・
避

寒
」
目
的
で
は
評
価
が
低
い

と
い
う
矛
盾
し
た
結
果
が
出

て
い
る
。
さ
ら
に
、
福
岡
県

を
「
避
暑
・
避
寒
」
目
的
で

選
ん
だ
回
答
者
の
居
住
地
を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
約
４
割

が
東
京
以
北
、
８
割
強
が
関

西
以
北
で
あ
り
、
福
岡
県
か

ら
北
に
位
置
す
る
遠
方
で
あ

っ
た
。
こ
の
分
析
か
ら
成
り

立
つ
仮
説
は
、
福
岡
県
は
近

隣
の
県
と
同
様
に
、
良
い
気

候
に
恵
ま
れ
て
い
る
点
が
知

ら
れ
て
い
な
い
、あ
る
い
は
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
遠
い
印

象
を
持
た
れ
て
い
る
と
い
う

推
測
が
導
か
れ
る
。

　
ま
た
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
を

す
る
場
合
、
障
害
に
な
る
と

思
わ
れ
る
項
目
に
「
１
人
で

行
き
た
い
が
心
細
い
」
と
い

う
回
答
が
あ
る
が
、
「
避
暑

・
避
寒
」
目
的
を
選
ん
だ
全

員
の
回
答
か
ら
、
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
の
行
き
先
に
福
岡
県
を

選
ん
だ
人
に
絞
り
込
ん
だ
結

果
、
「
１
人
で
行
き
た
い
が

心
細
い
」
と
い
う
回
答
の
割

合
が
倍
増
し
た
。
そ
の
回
答

者
の
居
住
区
を
見
た
と
こ

ろ
、
６
割
強
が
関
西
以
東
で

福
岡
県
か
ら
離
れ
た
遠
方
の

居
住
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
福
岡
県
は
魅
力
的
で

住
ん
で
み
た
い
が
遠
方
が
ゆ

え
に
不
安
だ
、
と
感
じ
て
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い
る
人

が
多
い
と
い
う
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。

　
以
上
の
分
析
と
仮
説
か

ら
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
、
す
な
わ
ち
福
岡
県
を

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
希
望
都
道
府

県
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に
上
昇

さ
せ
る
た
め
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
い
え
る
。

　
①
福
岡
県
は
気
候
が
良

く
、
避
暑
・
避
寒
に
も
適
し

て
い
る
。

　
②
福
岡
県
は
１
人
で
も
長

期
滞
在
す
る
好
適
地
だ
と
い

え
る
。
１
人
で
も
心
細
く
な

ら
な
い
、
退
屈
さ
せ
な
い
受

け
皿
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
こ
の
二
つ

の
要
素
を
持
つ
市
町
村
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
す
る
こ
と

だ
が
、
そ
の
土
地
の
画
像
、

イ
メ
ー
ジ
（
特
産
品
、
名
産

品
、観
光
資
源
、食
文
化
）、

ア
ク
セ
ス
、
受
け
皿
と
な
る

組
織
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、

伝
統
文
化
を
分
か
り
や
す
く

整
理
し
て
、
首
都
圏
、
関
西

圏
を
中
心
に
普
及
活
動
（
年

間
を
通
じ
た
地
道
な
広
報
活

動
）
を
持
続
的
に
実
践
す
る

こ
と
を
強
く
提
言
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
同
調
査
統
計

の
複
眼
的
な
分
析
に
よ
り
、

各
地
域
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
明
確
に
し
、強
み
、弱
み
に

応
じ
た
仮
説
と
シ
ナ
リ
オ
の

設
定
、
そ
の
上
に
立
っ
た
課

題
解
決
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
案
が
可
能
で
あ
る
。
当
財

団
の
イ
ン
フ
ラ
と
統
計
分
析

を
二
地
域
居
住
・
ロ
ン
グ
ス

テ
イ
普
及
の
一
助
と
し
て
、

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
不
安
の

ト
ッ
プ

は
図
表
２
の
通
り

で
あ
る
が
、
資
金
、
対
人
関

係
、
近
所
付
き
合
い
、
食
事

に
つ
い
て
の
不
安
は
、
海
外

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
不
安
と
違

い
特
徴
的
で
あ
る
。

　
４
割
近
い
回
答
者
が
滞
在

費
用
の
不
明
な
こ
と
が
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
実
施
の
ブ
レ
ー
キ

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
＝
図
表
３
。
２
泊
３
日
の

旅
行
費
用
は
簡
単
に
検
索
で

き
る
情
報
社
会
の
半
面
、
長

期
型
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
は
旅
行

と
違
い
「
暮
ら
し
、
生
活
」

が
ベ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
調

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項

目
が
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の

た
め
、
正
確
な
費
用
感
を
入

手
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い

実
態
を
表
し
て
い
る
よ
う

だ
。

　
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
、

連
続
休
暇
が
取
得
で
き
な
い

と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
連

続
休
暇
が
取
得
で
き
な
い
背

景
、
環
境
は
一
長
一
短
で
解

決
で
き
る
も
の
で
な
い
が
、

我
が
国
の
有
給
休
暇
付
与
日

数
は
国
際
基
準
並
み
で
あ
る

一
方
、
現
実
の
取
得
率
と
な

る
と
発
展
途
上
国
並
み
の
低

さ
で
、
連
続
休
暇
取
得
を
阻

ん
で
い
る
。
在
宅
勤
務
の
普

及
拡
大
も
重
要
で
あ
る
が
、

取
得
率
向
上
の
た
め
に
は
何

よ
り
連
続
休
暇
を
認
め
る
企

業
側
の
理
解
と
支
援
が
不
可

欠
だ
と
考
え
る
。
　


